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4２豊前地域におけるビール大麦の品質改善

豊前地域におけるビール大麦の品質向上のための暖冬
年における播種期 ， 播種量及び栽培様式
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試験 方法

播種時期試験

試験実施場所
供試品種Ⅲ二

播種時期１１
播種量７ｋｇ
播 種 機 式 畦

窒素施肥量（
被 害 粒 側 面

調;査を行った
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査した（以下

播種量試験
試験実施場所

播種時期１１

播種量（１０a当

栽培機式試験

播:種時期１１
播 種 犠 式 高
畝の高さ高

播種法１ミリ

窒素施肥量（
含水比表層

シ
月
／
立

豊前分場，６号圃（以下試験２，３同じ）
ノゴールド（以下試験２，３同じ）
１０日 ， １１月２０日，１１月３０日

10ａ（以下試験３同じ） ●

，

●

１２月１０日．

てドリル播（畦幅140cm，４条） ｡

●

(ｋg／１０ａ）基肥６＋追肥３（以下試験２同じ）
面裂皮粒 ，

⑪

凸腹粒は粒厚２．５mm以上のもの約150粒について
た（以下試験２，３同じ） ●

比重１．２の食塩水に］し処i理当たり３０９供試し
試験２，３同じ） ●

豊前分場切豊前市現地圃場．
期１１月２０日 ●

(１０a当たりｋg）うす播３．５，標準７，密播１０．５

験

１１月２０日．

高畝標肥，高畝少肥，標準畝，平畝 ●

， 浮上粒数を

高畝１８～２０cm，標準畝１２cm，平畝０ｃｍ
ドリル播（畦幅140cm，４条）
量（ｋg/１０ａ，基肥＋１回追肥）標肥６＋３，少肥４＋２
表層２～７ｃｍの所をサンプリングし測定した。

Ⅲ主要成果の概』要

豊前地域におけるビール大麦の品質向上を.図るため ， 暖冬年（１２月から
４月までの平均気温が平年に比べ約１℃高い）での播１種期，播種量，栽培
椴式を以下のとおり明らかにした。

１品質からみた豊前地域におけるビール大麦の播,種適期は県下一般の播
種適_期に比べやや遅く１１月下旬～１２月上旬である

J1

｡

２１１月２０日播では，うす播（３．５kg/lOa）することによって収量は低下せ
ず，千粒重が重く，整粒歩合が高くなり品質が向上する。

３栽培犠式では高畝（高さ18～２０cm）は，表層（２～７cm）の含水比が
小さく排水性に優れる。高畝少肥（基肥４＋追肥２）栽培法では粒の充
実が良く，裂皮粒の発生が少くなり品質が向上する。



Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表播種時期 と品質

播種期成熟期
㎡当たり

倒伏
lOa当たり

千粒垂
整粒検査外観裂皮凸腹粒塩水選

穂数収量歩合等級品質粒浮粒比率

月 日
11.10

11.20

11.30

12,10

月日
５．１７

５．２１

５．２３

５．２５

本 ｋｇｇ％％ｗｉ ％

639０２５７３９．９８２不適６．８２７．８０．８７４
６５４０．７３８２３９．９８１不適５．８２１．００．７３３
５９９０３６７４１．０８６等外上～不適５．０６．１０．３１７
５５９０３３５４１．８８６等外上４．５２．７０１３

注） 63～２年の３ｶ年の平均値．但し,㎡当たり穂数,収量,整粒歩合はl～2年の
塩水選浮粒は２年のみで示した（以下第２，３表とも同じ）“ ■

2ｶ年平均値，

第２表播種量と 品質 (11月20日播種）

処理区名
㎡当たり

倒伏
10a当たり

千粒重
整粒 検査外観裂皮凸腹粒．塩水選

穂数 収量 歩合等級品質粒浮粒比率

本 ｋ９９％％％
ー ~ － ‐ ●

％

うす播５０００３６９４０．７８９等外上４．８２５．３１６７３６
標準播６２８０．９３６５３９．５８３等外上～不適５．５３１．５１．８４１
密播７６９１．５３４０３８．３７８不適６．５３４．８３．６４７

注）ｌ～２年の２ｶ年の平均値．

第３表栽培様式と品質

試験㎡当たり 10a当た 検査外観裂皮凸腹粒塩水 選
処理区名

年度穂数
倒伏

収量
11千粒重整粒

歩合 等 級 品 質 粒 浮 粒 比 率

本 ｋｇｇ％ ％ ％％

6 ３ １ ． ０ ４ １ ６ ４４．９８６不適６．５０．４‐

高畝１７２０３．０３１７ ３ ６ ． ９ ６ ９ 不 適 ５ ． ５ ８ ． ０ ０ ‐
標肥２６６８１．５４２８４０．２８５等外上～不適５．５１９．１０．８２１

高 畝
少肥

２６０５０３９６４０．２８４等外上５．０１６．６１．０２７

6３０６５３９１４３．７８４不適６．５１．３‐

標準畝１５３１０．５３７３ ３９．５８２不適５．０７．９０
２６４４０．５３４７３８．５８０不適７．０３８．０３．４４５

6３１．０３７７４ ０ ． ２ ８ ６ 不 適 ７ ． ５ １ ６ １ ０

平畝１４６８０３１７４１‘１８１不適５．０８，５０
２５４４２．８２９９３８．１７６不適８．０７７．２２．４６０

‘第４表栽培様式と含水比
栽培様式含水比
高畝３４．３

標準畝３６．３

平畝３８．７

注）２年５月に表層（２～７cm）を調査。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１豊前地域におけるビール大麦の品質向上が図られる。
２麦栽培技術指針に追加記載する。

Ⅵ今縫の研爽上の問題点
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